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認定NPO法人GAP総合研究所

GAP指導者の育成
と現地指導

• JGAPの指導と研修

• GLOBALGAPと米国FDA-
GAPの指導と研修

• その他の国内外のGAP
の指導と研修

• GAP指導者育成のため
の自社農場の運営

• 流通企業や食品メーカー
の原料産地の指導・GAP
導入支援・第二者監査

農産物のブランド化

の支援

• 農業者主導の農産物ブ
ランド化とマーケティング
支援（品質管理体制を整
えるためにGAPを活用）

• 例えば、産地リレーを伴
う大規模な農産物ブラン
ドづくりとマーケティング
支援

• 例えば、地理的表示法
の登録支援、ブランド戦
略の立案、マーケティン
グ支援

日本の農業者の

東アジア進出を支援

• 東アジアを中心とした海
外への日本産農産物の
輸出支援

• 東アジアを中心とした海
外での日本の農業者に
よる現地生産の支援

• 農業技術の国際交流促
進や、国境を越えた産地
リレー構築など支援

• 台湾事務所と香港事務
所が主にサポート

GAPのシンクタンクとして、GAPや農業に関する情報提供を行う公益団体です。
特定のGAPに偏らず、実際にGAPを導入する事業者の方の希望に合わせ、広く対応しています。
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2006年にNPO法人として設立後、2015年に一般財団法人
日本GAP協会を分社化し、現在はGAPのシンクタンクとして
活動をしています。
一般財団法人日本GAP協会は、財団法人という別法人であり、分
社化後はお互いに資本関係・従属関係は無く、独立した存在として
活動しています。

これまで12年間、NPO法人GAP総合研究所は、農業界・流
通業界・行政関係に向けて、GAPを普及する活動に力を入
れてきました。

2018年から2020年までは、一般市民・消費者にGAPを
知ってもらう活動に注力します。
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GAP総合研究所 歴史と今後の方向性



GAP 消費者の認知度を上げる意義
現在、GAPの消費者の認知度は？

GAPスキームオーナーたちの消費者コミュニケーション
日本・韓国・台湾

欧州

北中米

東南アジア

GAP 消費者の認知度を上げる取り組み
農林水産省

小売業

GAP総合研究所
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GAP 消費者向けの普及をどうするか

○ 埼玉県イベント）
日時：平成30年7月21日(土)～22日(日)
場所：イオンレイクタウン（越谷市）

※ 両日で2000名以上GAPブースに来訪

○ 千葉県イベント
日時：平成30年8月25日(土)～26日(日)
場所：イオンモール幕張新都心（千葉市）

※ 両日で2000名以上GAPブースに来訪

（活動概要）
・GAPクイズ実施による県内産GAP認証取得農産物
のプレゼント

・パネル展示によるGAPや県内の取組の紹介

オリパラ連動GAPイベントの取組 （Tokyo 2020 2 years to go）

県や大規模小売店と連携したＧＡＰイベントの開催や、都内にある各県アンテナショップを活用したＧＡＰ認証取
得農産物の販売など、消費者へのＧＡＰのＰＲを実施。

○期間
８月下旬～９月下旬

○開催アンテナショップ
宮城県、福島県、三重県、滋賀県、島根県、熊本県

○活動概要
・各県産GAP認証取得農産物の販売フェア実施
・併設するレストランでのGAP取得農産物を食材
としたGAPメニューフェア実施

・食材を通じたGAPの取組紹介

GAPアンテナショップの取組

GAPクイズの実施

農林水産省
消費者へのPRを通じたGAPの理解度向上への取組

GAP認証取得の農産物のプレゼント

開催権紹介チラシの配布 GAP農産物の販売やレストラン提供

GAPの紹介



・ 各都道府県におけるＧＡＰ認証の取組状況や、ＧＡＰに取組んで生産された農産物に触れていただけるような
関連イベントの情報などを掲載。

・ 各地におけるＧＡＰに関する積極的な取組を紹介することで、一般消費者の皆様にもＧＡＰへの関心を持って
いただき、農業者の取組を後押し。

農林水産省
GAPに関する情報発信の強化 （ＧＡＰ－ｉｎｆｏ（ギャップ－インフォ）開設）

GAP・農産物輸出・
農産物ブランドづく
りの最新情報

AsiaGAPメールマガ
ジン 無料配信中

info@asiagap.jpへ
「メルマガ希望」と
メール下さい。

8


